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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト ル ク ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 こ の ト ル ク ド ラ イ バ ー が 、
把 手 （ ２ ） と 、 こ の 把 手 （ ２ ） の 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 、 所 望 さ れ  
た 回 転 ト ル ク の 調 節 の た め の 調 節 体 （ ７ ） と を 有 し て お り 、
前 記 回 転 ト ル ク が 調 節 装 置 （ ５ ） に よ っ て 与 え ら れ 、
前 記 把 手 （ ２ ） の 固 定 状 態 の 部 分 に 対 し て 相 対 的 な 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 旋 回 に よ っ て 、 前  
記 回 転 ト ル ク が 調 節 さ れ 、
前 記 調 節 体 （ ７ ） が 、 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に よ っ て 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て ロ ッ ク 解 除 可  
能 お よ び ロ ッ ク 可 能 で あ る 上 記 ト ル ク ド ラ イ バ ー に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 付 設 さ れ て お り 、
こ の 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 対 し て 相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能  
で あ り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に 、 少 な く と も １ つ の 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記  
切 替 ピ ン が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お け る 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に 支 持 さ れ て お り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） と の 間 に 、 ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） と 、 こ の  
ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） を 負 荷 す る ば ね 要 素 （ ２ ２ ） と が 配 置 さ れ て お り 、
前 記 ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） が 、 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） を 有 し て お り 、 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 が  
、 前 記 把 手 （ ２ ） 内 に お け る ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） と 協 働 し 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 回 転 に よ っ て 、 前 記 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に  

請求項の数　8　（全16頁）
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沿 っ て 移 動 し 、 且 つ 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て 相 対 的 な 、 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と 前 記  
ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） と の 軸 線 方 向 移 動 が 生 じ さ せ ら れ 得 、
こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 解 除 の た め  
に 、 前 記 ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） か ら 外 へ と 移 動 可 能 で あ り 、 且 つ 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の  
ロ ッ ク の た め に 、 前 記 ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） と の 係 合 状 態 に さ れ 得 る こ と 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） と 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と が 、 案 内 要 素 （ ３ ４ 、 ３ ５ ） を 用 い て  
、 互 い に 相 対 的 に 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
有 利 に は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に お け る 案 内 要 素 （ ３ ４ ） が 、 こ の ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の  
ソ ケ ッ ト （ ２ ９ ） に お け る 案 内 凸 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に お け る 案 内 要 素 （ ３ ５ ） が 、 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） の 内 側 周  
囲 （ ３ ６ ） に お け る 案 内 凹 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て い る こ と 、
前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 内 側 の リ ム （ ３ ７ ） に お い て 、 周 囲 に 延 在  
し て 形 成 さ れ て お り 、
交 互 に 、 隆 起 部 （ ３ ８ ） と 窪 み 部 （ ３ ９ ） と が 設 け ら れ て い る こ と 、 お よ び 、
そ れ ぞ れ の 前 記 隆 起 部 （ ３ ８ ） が 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い て 前 記  
調 節 体 （ ７ ） が ロ ッ ク 解 除 さ れ て お り 、 且 つ 、
そ れ ぞ れ の 前 記 窪 み 部 （ ３ ９ ） が 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い て 前 記  
調 節 体 （ ７ ） が ロ ッ ク さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） は 、 長 手 方 向 ス リ ッ ト （ ３ ２ ） を 通 っ て 、 前 記 調 節 体 （ ７ ）  
の ス リ ー ブ 部 分 （ ３ ３ ） 内 に 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ト ル ク ド ラ  
イ バ ー
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 調 節 体 （ ７ ） の リ ン グ 部 分 （ ４ １ ） の 周 囲 に 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 状 態 の 表  
示 部 の た め の 覗 き 窓 （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載  
の ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 周 囲 に お い て 互 い に 位 置 ず れ さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ た 、 複 数 の 覗 き 窓 （ １ ７ ） が 設  
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 リ ン グ 部 分 （ ４ １ ） は 、 化 粧 リ ン グ を 把 持 し て お り 、
こ の 化 粧 リ ン グ が 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 回 転 不 能 に 付 設 さ れ て お り 、 お よ び 、
こ の 化 粧 リ ン グ が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 解 除 状 態 お よ び ロ ッ ク 状 態 の 視 覚 化 の た め  
の シ ン ボ ル を 有 し て お り 、 こ れ ら シ ン ボ ル が 、 少 な く と も １ つ の 前 記 覗 き 窓 （ １ ７ ） を 通  
し て 目 視 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ば ね 要 素 （ ２ ２ ） は 、 保 持 体 構 造 部 材 （ ２ ３ ） に お い て 位 置 決 め さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 体 構 造 部 材 （ ２ ３ ） は 、 底 部 分 （ ２ ４ ） と 係 止 要 素 （ ２ ５ ） と を 有 し て お り 、  
こ れ ら 係 止 要 素 （ ２ ５ ） が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） に お け る 係 止 部 収 容 部 （ ２ ７ ） 内 へ と 係 合  
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ト ル ク ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 こ の ト ル ク ド ラ イ  
バ ー が 、
把 手 （ ２ ） と 、 こ の 把 手 （ ２ ） の 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 、 前 記 回 転  
ト ル ク の 調 節 の た め の 調 節 体 （ ７ ） と を 有 し て お り 、
前 記 調 節 体 （ ７ ） が 、 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に よ っ て 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て ロ ッ ク 解 除 可  
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能 お よ び ロ ッ ク 可 能 で あ る 上 記 ト ル ク ド ラ イ バ ー に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 付 設 さ れ て お り 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に 、 少 な く と も １ つ の 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記  
切 替 ピ ン が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お け る 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に 支 持 さ れ て お り 、
前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） が 、 ３ ６ ０ ° ま で 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お い て 周 囲 に 延 在 し て 形 成  
さ れ て お り 、 且 つ 、
ロ ッ ク 解 除 か ら ロ ッ ク へ の 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 切 替 状 態 の 変 化 、 お よ び 、 ロ ッ ク か ら ロ ッ  
ク 解 除 へ の 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 切 替 状 態 の 変 化 が 、 前 記 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て  
の 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 旋 回 に よ っ て 行 わ れ 、
前 記 切 替 ピ ン （ １ ９ ） と 前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） と が 、
前 記 切 替 状 態 の 変 化 が 当 接 無 し に 且 つ 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 回 転 方 向 に 依 存 せ ず に 、 従  
っ て 左 回 転 に よ っ て と 同 様 に 右 回 転 に よ っ て も 行 わ れ 得 る よ う に 、 形 成 さ れ て お り 、 且 つ  
、 協 働 す る こ と を 特 徴 と す る ト ル ク ド ラ イ バ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 内 に お け る 特 徴 に 従 う 、 ト ル ク ツ ー ル 、 特 に ト ル ク ド ラ  
イ バ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ル ク ツ ー ル （ ト ル ク ド ラ イ バ ー ） は 、 手 動 操 作 さ れ る 工 具 で あ り 、 こ れ ら ト ル ク ツ ー  
ル に よ っ て 、 回 転 ト ル ク が 、 加 工 材 料 、 通 常 は ね じ ま た は ナ ッ ト に 対 し て 作 用 さ れ 得 る 。  
結 合 さ れ る べ き 構 造 部 材 の 間 の 、 必 要 な 締 付 け 力 、 も し く は 、 組 付 け 予 負 荷 力 を 保 証 す る  
た め に 、 調 節 可 能 な ト ル ク ツ ー ル に よ っ て 、 所 定 の 締 付 け ト ル ク が 作 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ト ル ク ド ラ イ バ ー に お い て 、 解 除 機 構 は 、 通 常 、 把 手 内 に お い て 格 納 さ れ て い る 。 他 の  
ト ル ク ツ ー ル に お い て 、 解 除 機 構 が 、 同 様 に こ の ト ル ク ツ ー ル の レ バ ー 管 体 内 に お い て 設  
け ら れ て い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 調 節 可 能 な ト ル ク ド ラ イ バ ー は 、 特 許 文 献 １ 内 に お い て 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ト ル ク ツ ー ル の 把 手 内 に お い て 、 ま た は 、 把 手 に お い て 、 調 節 装 置 も 、 調 節 さ れ る べ き  
回 転 ト ル ク の 表 示 部 と 共 に 設 け ら れ て い る 。 把 手 に お け る 調 節 機 構 、 特 に 、 ね じ 付 き ス ピ  
ン ド ル と 結 合 さ れ た 調 節 体 が 、 こ の 把 手 の 固 定 状 態 の 部 分 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 さ れ る こ  
と に よ っ て 、 所 望 さ れ た 回 転 ト ル ク は 、 圧 縮 ば ね の 圧 縮 に よ っ て 調 節 さ れ る 。
そ れ ぞ れ に 調 節 さ れ た 回 転 ト ル ク を 、 ト ル ク ツ ー ル の 使 用 の 際 に 、 予 期 せ ぬ 調 節 に 対 し て  
保 護 す る た め に 、 調 節 装 置 は 、 ロ ッ ク 部 材 を 用 い て 固 定 さ れ 、 こ の ロ ッ ク 部 材 が 、 ロ ッ ク  
本 体 を 介 し て 操 作 さ れ る 。 回 転 ト ル ク の 調 節 の た め に 、 ロ ッ ク 装 置 は 、 ロ ッ ク 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 種 々 の 調 節 ユ ニ ッ ト お よ び ロ ッ ク ユ ニ ッ ト は 、 従 来 技 術 に お い て 公 知 で あ る 。 こ れ ら 調  
節 ユ ニ ッ ト お よ び ロ ッ ク ユ ニ ッ ト は 、 そ れ ら 調 節 ユ ニ ッ ト お よ び ロ ッ ク ユ ニ ッ ト の 課 題 を  
、 そ れ ぞ れ の 実 施 形 態 に よ り 満 足 さ せ る 状 態 で 満 た し 、 且 つ 、 実 際 に 有 用 で あ る こ と が 実  
証 さ れ て い る 。
そ れ に も 関 わ ら ず 、 こ れ ら の 操 作 性 は 、 使 用 者 に と っ て 、 大 抵 の 場 合 、 ひ と 目 見 て 明 ら か  
で は な い 。 同 様 に 操 作 性 お よ び 使 用 利 便 性 も 、 改 善 に 値 す る と 思 わ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ３ ／ １ ４ ３ ２ ５ ８   Ａ １ 号
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 ト ル ク ツ ー ル を 、 使 用 技 術 的 に 改 善 す る こ と 、 お よ び 、 ロ  
ッ ク も し く は ロ ッ ク 解 除 を 、 機 能 的 に 、 お よ び 、 使 い 勝 手 が 良 く 改 良 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 課 題 の 解 決 策 は 、 本 発 明 に よ り 、 ト ル ク ツ ー ル 、 特 に 請 求 項 １ に 従 う ト ル ク ド ラ イ  
バ ー に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 従 う ト ル ク ツ ー ル （ ト ル ク ド ラ イ バ ー ） の 有 利 な 実 施 形 態 お よ び 更 な る 構 成 は  
、 従 属 請 求 項 の 対 象 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ト ル ク ツ ー ル 、 こ こ で 、 特 に ト ル ク ド ラ イ バ ー は 、 把 手 と 、 こ の 把 手 の 長 手 方 向 軸 線 を  
中 心 と し て 回 転 可 能 な 、 回 転 ト ル ク の 調 節 の た め の 調 節 体 と を 有 し て い る 。 前 記 調 節 体 は  
、 ロ ッ ク 本 体 を 備 え る ロ ッ ク 装 置 （ Ｖ ｅ ｒ ｒ ｉ ｅ ｇ ｅ ｌ ｕ ｎ ｇ ） に よ っ て 、 前 記 把 手 に 対  
し て ロ ッ ク 解 除 可 能 お よ び ロ ッ ク 可 能 で あ る 。
こ の ロ ッ ク 装 置 は 、 調 節 体 の 所 望 さ れ た 固 定 も し く は ブ ロ ッ ク を 生 起 す る 。 ロ ッ ク さ れ た  
ロ ッ ク 装 置 に お い て 、 回 転 ト ル ク の 調 節 の た め の 調 節 体 の 操 作 は 、 可 能 で は な い 。 ロ ッ ク  
解 除 さ れ た ロ ッ ク 装 置 に お い て 、 調 節 体 は 操 作 さ れ 得 、 特 に 、 調 節 機 構 も し く は 調 節 装 置  
が 、 所 定 の 回 転 ト ル ク の 調 節 の た め に 使 用 （ ｖ ｏ ｒ ｇ ｅ ｎ ｏ ｍ ｍ ｅ ｎ ） さ れ 得 る 。 こ の こ  
と は 、 本 発 明 に 従 う ト ル ク ツ ー ル に お い て 、 把 手 の 長 手 方 向 軸 線 を 中 心 と し て の 、 調 節 体  
の 旋 回 も し く は 回 転 移 動 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 従 い 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 に 切 替 リ ン グ が 付 設 さ れ て い る 。
こ の 切 替 リ ン グ は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 に 対 し て 相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ る 。 前 記 切  
替 リ ン グ に 、 少 な く と も １ つ の 切 替 ピ ン が 設 け ら れ て お り 、 前 記 切 替 ピ ン は 、 前 記 調 節 体  
内 に お け る 制 御 軌 道 に 支 持 さ れ て い る 。 前 記 切 替 リ ン グ と 前 記 ロ ッ ク 本 体 と の 間 に 、 ロ ッ  
ク 円 盤 と 、 こ の ロ ッ ク 円 盤 を 負 荷 す る ば ね 要 素 と が 配 置 さ れ て い る 。
前 記 ロ ッ ク 円 盤 は 、 ロ ッ ク 部 本 体 を 有 し て い る 。 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 は 、 有 利 に は 、 半 径  
方 向 に 、 側 方 で 、 ロ ッ ク 円 盤 に 対 し て 突 出 し て い る 。 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 は 、 前 記 把 手 内  
に お け る ロ ッ ク 部 収 容 部 と 協 働 す る 。 前 記 ロ ッ ク 本 体 の 回 転 に よ っ て 、 こ の 、 も し く は 、  
こ れ ら 切 替 ピ ン は 、 前 記 制 御 軌 道 に 沿 っ て 移 動 す る 。
制 御 軌 道 の 幾 何 学 的 な 構 成 に よ り 、 前 記 把 手 に 対 し て 相 対 的 な 、 前 記 切 替 リ ン グ と 前 記 ロ  
ッ ク 円 盤 と の 軸 線 方 向 移 動 が 生 じ さ せ ら れ 、 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ロ ッ ク 部 本 体 が 、 前  
記 調 節 体 の ロ ッ ク 解 除 の た め に 、 前 記 ロ ッ ク 部 収 容 部 か ら 外 へ と 移 動 さ れ 、 も し く は 、 前  
記 ロ ッ ク 部 収 容 部 か ら 外 へ と 移 動 可 能 で あ り 、 且 つ 、 前 記 調 節 体 の ロ ッ ク の た め に 、 ロ ッ  
ク 部 収 容 部 と の 係 合 状 態 に さ れ る 、 も し く は 、 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 従 う 実 施 形 態 は 、 ト ル ク ド ラ イ バ ー に 関 し て と 同 様 に 、 ト ル ク レ ン チ に 関 し て  
も 適 用 さ れ 得 る 。 本 発 明 に 従 い 構 成 さ れ た ト ル ク ツ ー ル 、 お よ び 、 調 節 さ れ る 回 転 ト ル ク  
の ロ ッ ク 部 材 が 、 使 用 者 に よ る 直 観 的 な 操 作 を 可 能 に す る こ と は 、 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ト ル ク ツ ー ル を 、 所 望 さ れ た 回 転 ト ル ク 値 へ と 調 節 す る た め に 、 こ の ト ル ク ツ ー ル は 、  
把 手 に お い て 保 持 さ れ 、 且 つ 、 調 節 体 の 回 転 に よ っ て 、 所 望 さ れ た 回 転 ト ル ク 値 へ と 調 節  
さ れ る 。 ロ ッ ク さ れ た 状 態 に お い て 、 把 手 と 調 節 体 と は 、 半 径 方 向 の 移 動 、 即 ち 、 調 節 体  
の 回 転 を 防 止 す る た め に 、 互 い に 連 結 さ れ て い る 。
調 節 体 内 に お け る 、 周 囲 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 覗 き 窓 内 に お い て 、 現 在 の ロ ッ ク 状  
態 も し く は ロ ッ ク 解 除 状 態 は 表 示 さ れ 得 る 。 覗 き 窓 の 数 は 、 構 造 的 な 所 与 の 要 件 の 考 慮 の  
も と で 、 ほ ぼ 適 宜 に 増 大 さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ロ ッ ク 本 体 の 回 転 に よ っ て 、 切 替 位 置 の 調 節 、 お よ び 、 こ れ に 伴 っ て 、 そ れ ぞ れ の ロ ッ  
ク 状 態 も し く は ロ ッ ク 解 除 状 態 の 調 節 は 行 わ れ る 。 そ の 際 、 回 転 が 時 計 方 向 ま た は 反 時 計  
方 向 に 行 わ れ る か ど う か は 、 全 く 関 係 な い 。
ロ ッ ク は 、 従 っ て 、 操 作 者 に よ っ て 、 ロ ッ ク 本 体 の 両 方 の 回 転 方 向 に 、 高 い 信 頼 性 で 行 わ  
れ 得 る 。 こ の こ と は 、 操 作 者 の た め に 、 こ の 操 作 者 が 右 利 き の 人 か 左 利 き の 人 か ど う か に  
依 存 せ ず に 、 使 い 勝 手 が 良 い 。 ト ル ク ツ ー ル の ロ ッ ク お よ び ロ ッ ク 解 除 は 、 極 め て 簡 単 に  
、 且 つ 、 高 い 信 頼 性 で 実 現 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ロ ッ ク 本 体 の 回 転 の 際 に 、 切 替 ピ ン は 、 半 径 方 向 に 、 調 節 体 内 に お け る 制 御 軌 道 を ト レ  
ー ス し 、 且 つ 、 そ の 際 、 軸 線 方 向 移 動 を 発 生 さ せ る 。 切 替 ピ ン は 、 切 替 リ ン グ の 周 囲 に 配  
置 さ れ て い る 。
切 替 ピ ン の 数 と ピ ッ チ 、 並 び に 、 制 御 軌 道 の 周 期 的 な 、 も し く は 、 交 互 の 繰 り 返 し は 、 互  
い に 相 対 的 な 構 造 部 材 の 旋 回 に よ っ て 切 替 位 置 が 交 番 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ  
て 、 ロ ッ ク 解 除 と ロ ッ ク と の 切 替 位 置 は 、 交 番 に お い て 交 互 に 起 こ る 。
そ の 際 、 制 御 軌 道 、 お よ び 、 こ の 制 御 軌 道 の 幾 何 学 的 形 状 が 、 切 替 位 置 の 交 番 が 同 じ 大 き  
さ の 回 転 角 度 間 隔 を 介 し て １ つ の 回 転 の 周 囲 に わ た っ て 生 起 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と  
は 可 能 で あ る 。 切 替 位 置 の 交 番 は 、 そ の 際 、 例 え ば 、 そ れ ぞ れ に 、 ３ ０ ° 、 ４ ５ ° 、 ６ ０  
° の 、 ま た は 、 同 様 に ９ ０ ° の 回 転 角 度 に よ っ て 行 わ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 切 替 位 置 、 お よ び 、 こ れ に 伴 っ て 切 替 状 態 を 変 化 す る た め に 、 回 転 方 向 は 、 当 接 無 し に  
、 右 側 ま た は 左 側 へ と 行 わ れ 得 る 。
調 節 体 内 に お い て ３ ６ ０ ° ま で 周 囲 に 延 在 し て 配 置 さ れ て い る 制 御 軌 道 は 、 切 替 状 態 の 当  
接 の 無 い 変 化 を 可 能 に す る 。 何 故 な ら ば 、 切 替 リ ン グ に お い て 配 置 さ れ た 切 替 ピ ン が 、 制  
御 軌 道 を ト レ ー ス 可 能 で あ る か ら で あ る 。
こ の 工 程 に お け る 回 転 方 向 は 、 完 全 に 適 宜 で あ り 、 且 つ 、 当 接 無 し に 行 わ れ る 。 設 け ら れ  
て い る 隆 起 部 と 窪 み 部 と は 、 相 応 す る 切 替 点 を 見 出 す た め に 有 益 で あ る 。 制 御 軌 道 の ト レ  
ー ス の 際 に 変 化 さ れ た 、 ロ ッ ク 円 盤 の 軸 線 方 向 位 置 は 、 調 節 体 の 相 応 す る ロ ッ ク の た め の  
働 き を す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 有 利 に は 、 前 記 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 長 手 方 向 ス リ ッ ト を 通 っ て 、 前 記 調 節 体 の ス リ ー ブ 部  
分 内 に 係 合 し て い る 。
ロ ッ ク 部 本 体 が 、 ウ ェ ブ ま た は 凸 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と は 可 能 で あ る 。 こ れ ら ロ  
ッ ク 部 本 体 は 、 長 手 方 向 ス リ ッ ト を 通 っ て 、 前 記 調 節 体 の ス リ ー ブ 部 分 内 に 係 合 し て お り  
、 且 つ 、 こ の ス リ ー ブ 部 分 の 周 囲 に 対 し て 半 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 こ れ ら 長 手 方 向 ス リ  
ッ ト 内 に お い て 、 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 リ ニ ア に 、 即 ち 直 線 的 に 、 お よ び 、 把 手 の 長 手 軸 線 方  
向 に お い て 案 内 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 有 利 な 観 点 は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 と 前 記 切 替 リ ン グ と が 、 案 内 要 素 を 用 い て 、 互 い  
に 相 対 的 に 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ る こ と に あ る 。
有 利 に は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 に お け る 案 内 要 素 は 、 こ の ロ ッ ク 本 体 の ソ ケ ッ ト に お け る 案 内  
凸 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 前 記 切 替 リ ン グ に お け る 案 内 要 素 が 、 前 記 切 替 リ ン  
グ の 内 側 周 囲 に お け る 案 内 凹 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 務 の た め に 特 に 有 利 な 実 施 形 態 は 、 前 記 制 御 軌 道 が 、 前 記 調 節 体 の 内 側 の リ ム に お い  
て 、 周 囲 に 延 在 し て 形 成 さ れ て お り 、 交 互 に 、 隆 起 部 と 窪 み 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を  
意 図 し て い る 。 制 御 軌 道 が 、 傾 倒 部 、 傾 倒 部 部 分 を 有 す る 、 ま た は 、 同 様 に 曲 線 部 分 を も  
有 す る こ と は 可 能 で あ る 。
制 御 軌 道 、 お よ び 、 こ の 制 御 軌 道 に 沿 っ て 移 動 さ れ る 切 替 ピ ン が 、 調 節 体 の 回 転 の 際 に 、  
相 対 的 な 軸 線 方 向 移 動 を 発 生 さ せ 、 こ の 軸 線 方 向 移 動 に よ っ て 、 こ の 、 も し く は 、 こ れ ら  
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ロ ッ ク 部 本 体 が 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 か ら 移 動 さ れ る 、 も し く は 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 内 へ と 移 動  
可 能 で あ る こ と は 、 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 効 果 に 従 い 、 制 御 軌 道 の そ れ ぞ れ の 前 記 隆 起 部 は 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替  
位 置 に お い て 前 記 調 節 体 が ロ ッ ク 解 除 さ れ て お り 、 他 方 、 こ の 制 御 軌 道 の そ れ ぞ れ の 前 記  
窪 み 部 が 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い て 前 記 調 節 体 が ロ ッ ク さ れ て い  
る 。
選 択 的 に 、 個 々 の 切 替 位 置 に お い て 、 係 止 部 、 ま た は 、 類 似 に 形 成 さ れ た 固 定 輪 郭 が 設 け  
ら れ て い る こ と は 可 能 で あ り 、 こ の 係 止 部 、 ま た は 、 類 似 に 形 成 さ れ た 固 定 輪 郭 内 に 、 切  
替 ピ ン が 、 位 置 決 め 可 能 で あ り 、 且 つ 、 制 限 さ れ て 、 摩 擦 に よ る 係 合 状 態 で 制 動 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 調 節 体 の リ ン グ 部 分 の 周 囲 に 、 前 記 調 節 体 の ロ ッ ク 状 態 の 表 示 部 の た め の 、 少 な く  
と も １ つ の 覗 き 窓 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 有 利 に は 、 前 記 周 囲 に お い て 互 い に 位 置 ず れ さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ た 、 複 数 の 覗 き 窓 が  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 リ ン グ 部 分 は 、 化 粧 リ ン グ を 把 持 し て い る 。 こ の 化 粧 リ  
ン グ は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 に 回 転 不 能 に 付 設 さ れ て い る 。 こ の 化 粧 リ ン グ は 、 前 記 調 節 体 の  
ロ ッ ク 状 態 の 視 覚 化 の た め の シ ン ボ ル を 有 し て お り 、 こ れ ら シ ン ボ ル が 、 そ れ ぞ れ に 、 少  
な く と も １ つ の 前 記 覗 き 窓 を 通 し て 目 視 可 能 で あ る 。
そ の よ う な シ ン ボ ル が 、 ピ ク ト グ ラ ム 、 例 え ば 開 放 さ れ た 状 態 に お け る 錠 ま た は 閉 鎖 さ れ  
た 状 態 の 錠 で あ る こ と は 可 能 で あ り 、 こ れ ら ピ ク ト グ ラ ム が 、 ロ ッ ク 状 態 に 関 す る 相 応 す  
る 情 報 を 示 唆 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 従 う ト ル ク ツ ー ル の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 前 記 ば ね 要 素 が 、 保 持 体 構 造 部 材 に お  
い て 位 置 決 め さ れ て い る こ と を 意 図 し て い る 。 こ の こ と は 、 構 造 的 並 び に 組 み 付 け 技 術 的  
に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 保 持 体 構 造 部 材 は 、 底 部 分 と 係 止 要 素 と を 有 し て お り 、 こ れ ら 係 止 要 素 が 、 前 記 調  
節 体 に お け る 係 止 部 収 容 部 内 へ と 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ロ ッ ク 本 体 と 切 替 リ ン グ と は 、 案 内 要 素 を 用 い て 、 特 に 凹 部 － 凸 部 案 内 を 介 し て 、 単 に  
半 径 方 向 に だ け 連 結 さ れ て お り 、 こ れ に 伴 っ て 、 こ の 切 替 リ ン グ が 、 制 御 軌 道 の ト レ ー ス  
の 際 に 、 軸 線 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 ロ ッ ク 本 体 と 切 替 リ ン グ と は 、 案 内 要 素 を 用 い て 、  
互 い に 相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ る 。 他 方 で 、 ば ね 負 荷 さ れ た ロ ッ ク 円 盤 は 、 切 替  
ピ ン に 対 し て 接 線 方 向 に 支 持 さ れ て い る 。 切 替 リ ン グ の そ れ ぞ れ の 軸 線 方 向 の 移 動 は 、 同  
期 的 に 、 ロ ッ ク 円 盤 に 対 し て 伝 達 さ れ る 。
ロ ッ ク 円 盤 の 周 囲 に お い て 、 有 利 に は ２ つ の 、 場 合 に よ っ て は 同 様 に 多 数 の 、 ロ ッ ク 部 本  
体 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 が 、 長 手 方 向 ス リ ッ ト を 通 っ て 、 調 節 体 の ス リ  
ー ブ 部 分 内 へ と 係 合 し 、 且 つ 、 そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 ス リ ッ ト か ら 、 突 出 し て い る 。
ロ ッ ク さ れ た も し く は 連 結 さ れ た 状 態 に お い て 、 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 ロ ッ ク 円 盤 に 対 し て 作  
用 す る ば ね 力 を 介 し て 、 把 手 内 に お い て 設 け ら れ た ロ ッ ク 部 収 容 部 内 へ と 組 み 込 ま れ る 。  
ロ ッ ク 部 収 容 部 は 、 有 利 に は 、 把 手 の 長 手 方 向 軸 線 に 整 向 さ れ た 、 短 い 溝 部 と し て 形 成 さ  
れ て い る 。 ロ ッ ク 部 本 体 が ロ ッ ク 部 収 容 部 内 へ と 組 み 込 ま れ て い る 場 合 、 把 手 と 調 節 体 と  
の 、 回 転 不 能 な 結 合 は 、 保 証 さ れ て い る 。
ロ ッ ク 部 収 容 部 と ロ ッ ク 部 本 体 と が 相 互 に 重 な り 合 っ た 状 態 に な い 場 合 、 こ れ ら ロ ッ ク 部  
収 容 部 と ロ ッ ク 部 本 体 と は 、 第 １ に 自 動 的 に も し く は ば ね 力 に よ っ て 移 動 さ れ て 、 こ れ ら  
ロ ッ ク 部 収 容 部 と ロ ッ ク 部 本 体 と が 相 互 に 重 な り 合 っ た 状 態 に あ る も し く は 一 致 し て い る  
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際 に 、 組 み 込 ま れ 得 る 。 次 い で 、 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 ば ね 要 素 の 軸 線 方 向 力 に よ っ て 、 自 動  
的 に 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 内 へ と ロ ッ ク さ れ る 。
ロ ッ ク 解 除 の 際 に 、 制 御 軌 道 の 上 の 切 替 ピ ン は 、 ば ね 要 素 の ば ね 力 に 抗 し て 移 動 さ れ る 。  
そ の 際 に 伝 達 さ れ た 軸 線 方 向 移 動 に よ っ て 、 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 把 手 内 に お け る ロ ッ ク 部 収  
容 部 か ら 外 へ と 移 動 さ れ る 。 ロ ッ ク は 、 解 除 さ れ て お り 、 且 つ 、 調 節 体 が 、 ロ ッ ク 解 除 さ  
れ る 。 調 節 体 を 介 し て 、 回 転 ト ル ク は 、 調 節 さ れ 得 る 。
所 望 さ れ た 回 転 ト ル ク の 調 節 の 後 、 ロ ッ ク 本 体 は 、 機 構 の ロ ッ ク の た め の 切 替 位 置 に 移 動  
さ れ る 。 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 内 へ と 係 合 状 態 に さ れ 、 且 つ 、 ト ル ク ツ ー ル も  
し く は ト ル ク 調 節 装 置 が 、 ト ル ク ツ ー ル の 意 図 し な い 調 節 に 対 し て 保 護 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の ロ ッ ク 装 置 は 、 固 有 に 、 も し く は 、 自 動 的 に 係 止 す る 。 ロ ッ ク 円 盤 が ば ね 要 素 に よ  
っ て 、 永 続 的 に 、 軸 線 方 向 力 に よ っ て 付 加 さ れ る の で 、 ロ ッ ク 部 本 体 は 、 固 有 に 、 ロ ッ ク  
部 収 容 部 内 へ と 係 止 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 を 、 以 下 で 、 図 に 基 づ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 解 放 さ れ た ロ ッ ク 部 材 に お け る 、 ト ル ク ド ラ イ バ ー の 形 態 の 、 本 発 明 に 従 う ト ル  
ク ツ ー ル の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て の 、 図 １ の 図 示 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 閉 鎖 さ れ た ロ ッ ク 部 材 に お け る 、 １ つ の 眺 望 に お け る 、 図 １ に 相 応 す る ト ル ク ド  
ラ イ バ ー の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ て の 、 図 ３ の 図 示 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 透 視 分 解 図 に お け る 、 ロ ッ ク 部 材 お よ び と 調 節 体 と の 構 造 部 材 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 側 面 図 に お け る 、 ロ ッ ク 部 材 と 調 節 体 と の 構 造 部 材 の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 線 Ｃ － Ｃ に 沿 っ て の 、 図 ６ の 図 示 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 線 Ｅ － Ｅ に 沿 っ て の 、 図 ６ の 図 示 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 線 Ｄ － Ｄ に 沿 っ て の 、 図 ６ の 図 示 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 傾 斜 し て の 上 方 か ら の 図 示 に お け る 、 ト ル ク ド ラ イ バ ー の 把 手 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ト ル ク ツ ー ル の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 構 造 部 材 の 透 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ か ら １ ０ 並 び に １ １ に 基 づ い て 、 ト ル ク ド ラ イ バ ー の 形 態 の 、 本 発 明 に 従 う ト ル ク  
ツ ー ル １ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ト ル ク ツ ー ル １ は 、 把 手 ２ 、 並 び に 、 調 節 さ れ た 回 転 ト ル ク の た め の 表 示 部 ３ 、 お よ び  
、 従 動 部 ４ を 有 し て い る 。
把 手 ２ 内 に お い て 、 所 定 の 回 転 ト ル ク も し く は 規 定 さ れ た 締 付 ト ル ク の 調 節 の た め の 調 節  
装 置 ５ が 組 み 込 ま れ て い る 。 調 節 装 置 ５ は 、 こ こ で よ り 詳 細 に は 説 明 さ れ て い な い 調 節 機  
構 を 備 え て お り 、 こ の 調 節 機 構 で も っ て 、 圧 縮 ば ね ６ の 圧 縮 に よ っ て 、 所 望 さ れ た 回 転 ト  
ル ク が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 調 節 装 置 ５ と こ の 調 節 装 置 の 調 節 機 構 と は 、 把 手 ２ に お け る 調 節 体 ７ と 協 働 す る 。 調 節  
体 ７ は 、 把 手 ２ に 対 し て 相 対 的 に 、 こ の 把 手 ２ の 長 手 方 向 軸 線 Ｌ を 中 心 と し て 回 転 可 能 で  
あ る 。 把 手 ２ の 固 定 状 態 の 部 分 に 対 し て 相 対 的 な 調 節 体 ７ の 旋 回 に よ っ て 、 回 転 ト ル ク は  
調 節 さ れ る 。
そ れ ぞ れ に 調 節 さ れ た 回 転 ト ル ク を 予 期 せ ぬ 調 節 に 対 し て 保 護 す る た め に 、 調 節 体 ７ は 、  
ロ ッ ク 部 材 ８ を 用 い て 固 定 さ れ 、 こ の ロ ッ ク 部 材 が 、 ロ ッ ク 本 体 ９ を 介 し て 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ト ル ク ツ ー ル １ の 従 動 部 ４ は 、 端 面 側 で 、 把 手 ２ 内 に お い て 配 置 さ れ て い る 。 従 動 部 ４  
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は 、 交 換 可 能 な 差 込 み 工 具 の 収 容 の た め に 形 成 さ れ て い る 。 異 な る 差 込 み 工 具 の 交 換 可 能  
な 収 容 の た め に 、 従 動 部 ４ は 、 こ の た め に 規 定 さ れ た 保 持 シ ス テ ム １ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 調 節 さ れ た 回 転 ト ル ク の た め の 表 示 部 ３ は 、 相 前 後 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 数 字 ロ ー ラ ー  
１ ２ を 備 え る 数 字 ロ ー ラ ー 計 数 機 構 １ １ を 有 し て お り 、 こ れ ら 数 字 ロ ー ラ ー が 、 把 手 ２ 内  
に お け る 貫 通 開 口 部 １ ３ に よ っ て 読 取 り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 調 節 体 ７ は 、 ロ ッ ク 本 体 ９ に よ っ て 、 把 手 ２ に 対 し て ロ ッ ク 解 除 可 能 お よ び ロ ッ ク 可 能  
で あ る 。 ト ル ク ツ ー ル １ を １ つ の 調 節 値 に す る た め に 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 部 材 ８ は 解 離 さ  
れ る 。 こ の こ と は 、 後 方 の グ リ ッ プ 端 部 １ ４ に お け る 、 ロ ッ ク 本 体 ９ の 回 転 に よ っ て 生 起  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ロ ッ ク 本 体 ９ の 操 作 は 、 手 動 で 行 わ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 ロ ッ ク 本 体 ９ は 、 後 方 の  
グ リ ッ プ 端 部 １ ４ に お い て 、 グ リ ッ プ 部 片 １ ５ と グ リ ッ プ 凹 部 １ ６ と を 備 え て い る 。 ロ ッ  
ク 本 体 ９ は 、 長 手 方 向 軸 線 Ｌ を 中 心 と し て 、 両 方 の 方 向 に 回 転 さ れ 得 る 。
ロ ッ ク 本 体 ９ の 旋 回 に よ っ て 、 調 節 体 ７ の 切 替 位 置 の 交 番 、 も し く は 、 ロ ッ ク 解 除 さ れ た  
状 態 か ら ロ ッ ク さ れ た 状 態 へ お よ び ロ ッ ク さ れ た 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 さ れ た 状 態 へ の 、 ロ  
ッ ク 状 態 の 交 番 は 生 起 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ れ ぞ れ に 、 現 実 に 調 節 さ れ た ロ ッ ク 状 態 も し く は ロ ッ ク 解 除 状 態 は 、 ロ ッ ク 状 態 の 表  
示 の た め の 覗 き 窓 １ ７ 内 に お い て 、 目 視 可 能 で あ る 。
図 １ は 、 ト ル ク ツ ー ル １ 、 も し く は 、 こ の ト ル ク ツ ー ル の 調 節 体 ７ を 、 ロ ッ ク 解 除 さ れ た  
状 態 に お い て 示 し て い る 。 覗 き 窓 １ ７ 内 に お い て 、 解 放 さ れ た 南 京 錠 の 形 態 の シ ン ボ ル が  
認 識 さ れ 得 る 。 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 状 態 も し く は ロ ッ ク 解 除 状 態 は 、 切 替 位 置 に お い て 「 ロ  
ッ ク 解 除 」 さ れ て い る 。 こ の ロ ッ ク 状 態 に お い て 、 調 節 体 ７ の 回 転 に よ っ て 、 回 転 ト ル ク  
値 は 低 減 ま た は 増 大 さ れ 得 る 。 目 標 値 が 達 成 さ れ て い る 場 合 、 調 節 体 ７ は 再 び ロ ッ ク さ れ  
、 こ れ に 伴 っ て 、 調 節 値 が 、 意 図 的 で 無 し に 調 節 さ れ 得 な い 。
図 ３ は 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 状 態 に お け る 、 ト ル ク ツ ー ル １ を 示 し て い る 。 利 用 者 は 、 こ の  
ロ ッ ク 状 態 を 、 覗 き 窓 １ ７ 内 に お い て 認 識 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ロ ッ ク 本 体 ９ に 切 替 リ ン グ １ ８ が 付 設 さ れ て お り 、 そ の 際 、 こ の 切 替 リ ン グ １ ８ は 、 こ  
の ロ ッ ク 本 体 ９ に 対 し て 相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ る 。 切 替 リ ン グ １ ８ に 、 切 替 ピ  
ン １ ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 切 替 ピ ン は 、 調 節 体 ７ 内 に お け る 制 御 軌 道 ２ ０ に 支 持 さ  
れ て い る 。
切 替 リ ン グ １ ８ と ロ ッ ク 本 体 ９ と の 間 に 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ と 、 こ の ロ ッ ク 円 盤 ２ １ を 負 荷  
す る ば ね 要 素 ２ ２ と が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ば ね 要 素 ２ ２ は 、 圧 縮 ば ね で あ る 。 ば ね 要 素 ２ ２ は 、 保 持 体 構 造 部 材 ２ ３ 内 に お い て 位  
置 決 め さ れ て い る 。 保 持 体 構 造 部 材 ２ ３ は 、 底 部 分 ２ ４ と 係 止 要 素 ２ ５ と を 有 し て い る 。  
こ れ ら 係 止 要 素 ２ ５ は 、 ば ね ア ー ム ２ ６ に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら ば ね ア ー ム が 、 底 部 分  
２ ４ か ら 、 調 節 体 ７ へ の 方 向 に 突 出 し て い る 。 こ れ ら 係 止 要 素 ２ ５ は 、 係 止 部 を 有 し て い  
る 。 こ れ ら 係 止 要 素 ２ ５ は 、 調 節 体 ７ 内 に お け る 係 止 部 収 容 部 ２ ７ 内 へ と 係 合 す る 。
保 持 体 構 造 部 材 ２ ３ は 、 中 心 の 案 内 部 分 ２ ８ で も っ て 、 ロ ッ ク 本 体 ９ の ソ ケ ッ ト ２ ９ を 把  
持 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ は 、 ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ を 有 し て お り 、 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 が 、 把 手 ２ 内  
に お け る ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ と 協 働 す る 。 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ に 長 手 方  
向 ス リ ッ ト ３ ２ を 通 っ て 、 調 節 体 ７ の ス リ ー ブ 部 分 ３ ３ 内 へ と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ロ ッ ク 本 体 ９ と 切 替 リ ン グ １ ８ と は 、 案 内 要 素 ３ ４ 、 ３ ５ を 用 い て 、 互 い に 相 対 的 に 直  
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線 的 に 移 動 可 能 で あ る 。
ロ ッ ク 本 体 ９ に お け る 案 内 要 素 ３ ４ は 、 こ の ロ ッ ク 本 体 ９ の ソ ケ ッ ト ２ ９ に お け る 案 内 凸  
部 と し て 形 成 さ れ て い る 。 切 替 リ ン グ １ ８ に お け る 案 内 要 素 ３ ５ は 、 切 替 リ ン グ １ ８ の 内  
側 周 囲 ３ ６ に お け る 案 内 凹 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ロ ッ ク 本 体 ９ の 回 転 に よ っ て 、 切 替 ピ ン １ ９ は 、 制 御 軌 道 ２ ０ に 沿 っ て 、 周 囲 方 向 に 移  
動 さ れ 、 且 つ 、 把 手 の 長 手 方 向 軸 線 Ｌ に お け る 、 こ の 把 手 ２ に 対 し て 相 対 的 な 、 切 替 リ ン  
グ １ ８ と ロ ッ ク 円 盤 ２ １ と の 軸 線 方 向 移 動 が 生 起 さ れ る 。
こ の 軸 線 方 向 移 動 に よ っ て 、 ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 解 除 の た め に 、 ロ ッ  
ク 部 収 容 部 ３ １ か ら 外 へ と 移 動 さ れ 、 他 方 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク の た め に 、 ロ ッ ク 部 本 体 ３  
０ が 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ と の 係 合 状 態 に さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 制 御 軌 道 ２ ０ は 、 調 節 体 ７ の 内 側 の リ ム ３ ７ に お い て 、 周 囲 に 延 在 し て 形 成 さ れ て お り 、
そ の 際 、 交 互 に 、 隆 起 部 ３ ８ と 窪 み 部 ３ ９ と が 設 け ら れ て い る 。 こ の 目 的 の た め に 、 特 に  
図 ８ お よ び ９ 内 に お け る 図 示 を 参 照 さ れ た い 。
そ れ ぞ れ の 隆 起 部 ３ ８ は 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い て 調 節 体 ７ が ロ  
ッ ク 解 除 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 窪 み 部 ３ ９ は 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置  
に お い て 調 節 体 ７ が ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 切 替 ピ ン １ ９ の 数 お よ び ピ ッ チ は 、 一 方 で は 、 調 節 体 ７ に お い て 設 け ら れ た 覗 き 窓 １ ７  
の 数 お よ び ピ ッ チ に 相 応 し て お り 、
他 方 で は 、 制 御 軌 道 ２ ０ の 周 期 的 な 繰 返 し 、 お よ び 、 こ の 制 御 軌 道 ２ ０ に お い て 形 成 さ れ  
且 つ 交 互 に 繰 り 返 さ れ る 切 替 位 置 に 相 応 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ロ ッ ク 本 体 ９ と 切 替 リ ン グ １ ８ と は 、 案 内 要 素 ３ ４ 、 ３ ５ を 介 し て 、 即 ち 案 内 凹 部 と 案  
内 凸 部 と を 介 し て 、 半 径 方 向 に 位 置 固 定 さ れ て お り 、 し か し な が ら 、 軸 線 方 向 に 、 互 い に  
相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ り 、 こ れ に 伴 っ て 、 こ の 切 替 リ ン グ １ ８ が 、 制 御 軌 道 ２  
０ の ト レ ー ス の 際 に 、 軸 線 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。
他 方 で 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ は 、 ば ね 要 素 ２ ２ に よ っ て ば ね 負 荷 さ れ た 状 態 で 、 切 替 ピ ン １ ９  
に 対 し て 接 線 方 向 に 支 持 さ れ て い る 。 切 替 リ ン グ １ ８ の そ れ ぞ れ の 軸 線 方 向 の 移 動 は 、 同  
期 的 に 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ に 対 し て 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ の 周 囲 に お い て 、 ２ つ の ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら ロ  
ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 ウ ェ ブ 部 分 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 は 、 長 手 方 向  
ス リ ッ ト ３ ２ を 通 っ て 、 調 節 体 ７ の ス リ ー ブ 部 分 ３ ３ 内 へ と 係 合 し 、 且 つ 、 半 径 方 向 に 、  
ス リ ー ブ 部 分 ３ ３ の 周 囲 に 対 し て 突 出 し て い る 。
ロ ッ ク さ れ た 状 態 に お い て 、 ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ に 対 し て 作 用 す る 、 ば  
ね 要 素 ２ ２ の ば ね 力 を 介 し て 、 把 手 ２ 内 に お い て 位 置 す る ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ 内 へ と 係 合  
す る 。 特 に 図 １ ０ の 図 示 内 に お い て 認 識 さ れ る よ う に 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ は 、 溝 部 に よ  
っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ の よ う な 溝 形 状 の 複 数 の ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ は 、 把 手 ２ の 内 側 周  
囲 に お け る 内 側 の リ ム 部 分 ４ ０ に 設 け ら れ て い る 。
ロ ッ ク 部 本 体 と ロ ッ ク 部 収 容 部 と が 、 合 同 に 、 重 な り 合 っ た 状 態 に あ る 場 合 、 こ れ ら ロ ッ  
ク 部 本 体 ３ ０ は 、 ば ね 要 素 ２ ２ の ば ね 力 に よ っ て 負 荷 を か け ら れ て 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １  
内 へ と 組 み 込 ま れ る 。 ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ 内 に 組 み 込 ま れ た ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ の 際 に 、 調  
節 体 ７ は 、 把 手 ２ と 連 結 さ れ て お り 、 且 つ 、 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。 調 節 体 ７ の 調 節  
は 、 ロ ッ ク 部 材 ８ の ロ ッ ク さ れ た 状 態 に お い て 可 能 で は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ロ ッ ク 解 除 の た め に 、 ロ ッ ク 本 体 ９ が 操 作 さ れ 、 且 つ 、 切 替 位 置 は 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク  
状 態 か ら 、 こ の 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 解 除 状 態 に 交 番 さ れ る 。 こ の こ と は 、 把 手 ２ の 長 手 方 向  
軸 線 Ｌ を 中 心 と し て の 、 ロ ッ ク 本 体 ９ の 回 転 移 動 に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の 回 転 移 動 に よ っ  
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て 、 制 御 軌 道 ２ ０ の 上 の 切 替 ピ ン １ ９ は 、 ば ね 要 素 ２ ２ の ば ね 力 に 抗 し て 移 動 さ れ る 。
伝 達 さ れ た 軸 線 方 向 移 動 に よ っ て 、 ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 把 手 ２ 内 に お け る ロ ッ ク 部 収 容  
部 ３ １ か ら 外 へ と 移 動 し 、 従 っ て 、 調 節 体 ７ が 、 把 手 ２ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 さ れ 得 、 且  
つ 、 回 転 ト ル ク 調 節 が 行 わ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 調 節 体 ７ 内 に お い て ３ ６ ０ ° ま で 周 囲 に 延 在 す る 制 御 軌 道 ２ ０ は 、 調 節 体 ７ の 切 替 状 態  
も し く は ロ ッ ク 状 態 の 、 当 接 の 無 い 変 化 を 可 能 に す る 。 何 故 な ら ば 、 切 替 リ ン グ １ ８ に お  
い て 配 置 さ れ た 切 替 ピ ン １ ９ が 、 制 御 軌 道 ２ ０ を ト レ ー ス 可 能 で あ る か ら で あ る 。 こ の 工  
程 に お け る 回 転 方 向 は 、 完 全 に 適 宜 で あ り 、 且 つ 、 当 接 無 し に 行 わ れ る 。
隆 起 部 ３ ８ と 窪 み 部 ３ ９ と は 、 相 応 す る 切 替 点 、 も し く は 、 ロ ッ ク 状 態 ／ ロ ッ ク 解 除 状 態  
を 規 定 す る 。 制 御 軌 道 ２ ０ の ト レ ー ス の 際 に 変 化 さ れ た 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ の 軸 線 方 向 位 置  
は 、 調 節 体 ７ の 相 応 す る ロ ッ ク も し く は ロ ッ ク 解 除 の た め の 働 き を す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ロ ッ ク 部 本 体 ３ ０ は 、 固 有 も し く は 自 動 的 に 、 ロ ッ ク 部 収 容 部 ３ １ 内 へ と 係 止 す る 。 こ  
の こ と は 、 ロ ッ ク 円 盤 ２ １ が ば ね 要 素 ２ ２ に よ っ て 、 永 続 的 に 、 軸 線 方 向 力 に よ っ て 負 荷  
さ れ て い る こ と に よ っ て 生 起 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 状 態 の 表 示 部 ３ の た め の 覗 き 窓 １ ７ は 、 こ の 調 節 体 ７ の リ ン グ 部 分 ４  
１ の 周 囲 に 設 け ら れ て い る 。 そ の 際 、 周 囲 に お い て 互 い に 位 置 ず れ さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ  
た 、 複 数 の 覗 き 窓 １ ７ は 、 調 節 体 ７ の リ ン グ 部 分 ４ １ 内 に お け る 貫 通 開 口 部 と し て 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 リ ン グ 部 分 ４ １ が 、 化 粧 リ ン グ を 把 持 し て い る こ と は 可 能 で あ り 、 そ の 際 、 こ の 化 粧 リ  
ン グ は 、 ロ ッ ク 本 体 ９ に 回 転 不 能 に 付 設 さ れ て い る 。 こ の 化 粧 リ ン グ は 、 調 節 体 ７ の ロ ッ  
ク 解 除 状 態 お よ び ロ ッ ク 状 態 の 視 覚 化 の た め の シ ン ボ ル を 有 し て お り 、 こ れ ら シ ン ボ ル が  
、 そ れ ぞ れ に 、 覗 き 窓 を 通 し て 目 視 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 化 粧 リ ン グ ４ ２ を 有 す る ト ル ク ツ ー ル １ の １ つ の 実 施 形 態 は 、 図 １ １ の 図 示 を 示 し て い  
る 。 化 粧 リ ン グ ４ ２ の 周 囲 に 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 解 除 状 態 お よ び ロ ッ ク 状 態 の 視 覚 化 の た  
め の シ ン ボ ル ４ ３ が 、 分 配 さ れ て 附 設 さ れ て い る 。 化 粧 リ ン グ ４ ２ は 、 ロ ッ ク 本 体 ９ に 、  
回 転 不 能 に 付 設 さ れ て お り 、 且 つ 、 こ の ロ ッ ク 本 体 ９ の ソ ケ ッ ト 部 分 ４ ４ の 上 に 装 着 さ れ  
て い る 。
化 粧 リ ン グ ４ ２ は 、 調 節 体 ７ の リ ン グ 部 分 ４ １ に よ っ て 取 り 囲 ま れ る 。 覗 き 窓 １ ７ を 通 し  
て 、 調 節 体 ７ の ロ ッ ク 状 態 も し く は ロ ッ ク 解 除 状 態 の た め の シ ン ボ ル ４ ３ は 見 て 取 れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 他 の 点 で は 、 こ の 実 施 形 態 は 、 先 の 説 明 に 相 応 し 、 従 っ て 、 前 記 の 説 明 お よ び 参 照  
符 号 を 有 す る 相 応 す る 説 明 を 参 照 さ れ た い 。
な お 、 本 願 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発 明 に 関 す る も の で あ る が 、 他 の 態 様 と し て 以 下  
も 包 含 し 得 る 。
１ ．   ト ル ク ツ ー ル 、 特 に ト ル ク ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 こ の ト ル ク ツ ー ル が 、
把 手 （ ２ ） と 、 こ の 把 手 （ ２ ） の 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 、 回 転 ト ル  
ク の 調 節 の た め の 調 節 体 （ ７ ） と を 有 し て お り 、
前 記 調 節 体 （ ７ ） が 、 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に よ っ て 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て ロ ッ ク 解 除 可  
能 お よ び ロ ッ ク 可 能 で あ る 上 記 ト ル ク ツ ー ル に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 割 り 当 て ら れ て お り 、
こ の 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 対 し て 相 対 的 に 、 直 線 的 に 移 動 可 能  
で あ り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に 、 少 な く と も １ つ の 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記  
切 替 ピ ン が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お け る 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に 支 持 さ れ て お り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） と の 間 に 、 ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） と 、 こ の  
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ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） を 負 荷 す る ば ね 要 素 （ ２ ２ ） と が 配 置 さ れ て お り 、
前 記 ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） が 、 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） を 有 し て お り 、 こ れ ら ロ ッ ク 部 本 体 が  
、 前 記 把 手 （ ２ ） 内 に お け る ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） と 協 働 し 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 回 転 に よ っ て 、 前 記 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に  
沿 っ て 移 動 し 、 且 つ 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て 相 対 的 な 、 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と 前 記  
ロ ッ ク 円 盤 （ ２ １ ） と の 軸 線 方 向 移 動 が 生 起 可 能 で あ り 、
こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 解 除 の た め  
に 、 前 記 ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） か ら 外 へ と 移 動 可 能 で あ り 、 且 つ 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の  
ロ ッ ク の た め に 、 前 記 ロ ッ ク 部 収 容 部 （ ３ １ ） と の 係 合 状 態 に さ れ 得 る 、
こ と を 特 徴 と す る ト ル ク ツ ー ル 。
２ ．   前 記 ロ ッ ク 部 本 体 （ ３ ０ ） は 、 長 手 方 向 ス リ ッ ト （ ３ ２ ） を 通 っ て 、 前 記 調 節 体 （  
７ ） の ス リ ー ブ 部 分 （ ３ ３ ） 内 に 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の ト ル ク ツ  
ー ル 。
３ ．   前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） と 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） と は 、 案 内 要 素 （ ３ ４ 、 ３ ５ ） を  
用 い て 、 互 い に 相 対 的 に 直 線 的 に 移 動 可 能 で あ り 、
有 利 に は 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に お け る 案 内 要 素 （ ３ ４ ） が 、 こ の ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の  
ソ ケ ッ ト （ ２ ９ ） に お け る 案 内 凸 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に お け る 案 内 要 素 （ ３ ５ ） が 、 前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） の 内 側 周  
囲 （ ３ ６ ） に お け る 案 内 凹 部 の 形 態 で 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ ま た は ２ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
４ ．   前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） は 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 内 側 の リ ム （ ３ ７ ） に お い て 、 周 囲  
に 延 在 し て 形 成 さ れ て お り 、
交 互 に 、 隆 起 部 （ ３ ８ ） と 窪 み 部 （ ３ ９ ） と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ か  
ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
５ ．   そ れ ぞ れ の 前 記 隆 起 部 （ ３ ８ ） は 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い  
て 前 記 調 節 体 （ ７ ） が ロ ッ ク 解 除 さ れ て お り 、 且 つ 、
そ れ ぞ れ の 前 記 窪 み 部 （ ３ ９ ） が 、 １ つ の 切 替 位 置 を 形 成 し 、 こ の 切 替 位 置 に お い て 前 記  
調 節 体 （ ７ ） が ロ ッ ク さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 ４ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
６ ．   前 記 調 節 体 （ ７ ） の リ ン グ 部 分 （ ４ １ ） の 周 囲 に 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 状 態  
の 表 示 部 の た め の 覗 き 窓 （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ か ら ５ の い ず  
れ か 一 つ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
７ ．   前 記 周 囲 に お い て 互 い に 位 置 ず れ さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ た 、 複 数 の 覗 き 窓 （ １ ７ ）  
が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 ６ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
８ ．   前 記 リ ン グ 部 分 （ ４ １ ） は 、 化 粧 リ ン グ を 把 持 し て お り 、
こ の 化 粧 リ ン グ が 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 回 転 不 能 に 割 り 当 て ら れ て お り 、 お よ び 、
こ の 化 粧 リ ン グ が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） の ロ ッ ク 解 除 状 態 お よ び ロ ッ ク 状 態 の 視 覚 化 の た め  
の シ ン ボ ル を 有 し て お り 、 こ れ ら シ ン ボ ル が 、 少 な く と も １ つ の 前 記 覗 き 窓 （ １ ７ ） を 通  
し て 目 視 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 上 記 ６ ま た は ７ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
９ ．   前 記 ば ね 要 素 （ ２ ２ ） は 、 保 持 体 構 造 部 材 （ ２ ３ ） に お い て 位 置 決 め さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 上 記 １ か ら ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
１ ０ ．   前 記 保 持 体 構 造 部 材 （ ２ ３ ） は 、 底 部 分 （ ２ ４ ） と 係 止 要 素 （ ２ ５ ） と を 有 し て  
お り 、 こ れ ら 係 止 要 素 （ ２ ５ ） が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） に お け る 係 止 部 収 容 部 （ ２ ７ ） 内 へ  
と 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 ９ に 記 載 の ト ル ク ツ ー ル 。
１ １ ．   ト ル ク ツ ー ル 、 特 に ト ル ク ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 こ の ト ル ク ツ ー ル が 、
把 手 （ ２ ） と 、 こ の 把 手 （ ２ ） の 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 、 回 転 ト ル  
ク の 調 節 の た め の 調 節 体 （ ７ ） と を 有 し て お り 、
前 記 調 節 体 （ ７ ） が 、 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に よ っ て 、 前 記 把 手 （ ２ ） に 対 し て ロ ッ ク 解 除 可  
能 お よ び ロ ッ ク 可 能 で あ る 上 記 ト ル ク ツ ー ル に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） に 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） が 割 り 当 て ら れ て お り 、
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前 記 切 替 リ ン グ （ １ ８ ） に 、 少 な く と も １ つ の 切 替 ピ ン （ １ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記  
切 替 ピ ン が 、 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お け る 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） に 支 持 さ れ て お り 、
前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） が 、 ３ ６ ０ ° ま で 前 記 調 節 体 （ ７ ） 内 に お い て 周 囲 に 延 在 し て 形 成  
さ れ て お り 、 且 つ 、
ロ ッ ク 解 除 か ら ロ ッ ク へ の 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 切 替 状 態 の 変 化 、 お よ び 、 ロ ッ ク か ら ロ ッ  
ク 解 除 へ の 前 記 調 節 体 （ ７ ） の 切 替 状 態 の 変 化 が 、 前 記 長 手 方 向 軸 線 （ Ｌ ） を 中 心 と し て  
の 、 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 旋 回 に よ っ て 行 わ れ 、
前 記 切 替 ピ ン （ １ ９ ） と 前 記 制 御 軌 道 （ ２ ０ ） と が 、
前 記 切 替 状 態 の 変 化 が 当 接 無 し に 且 つ 前 記 ロ ッ ク 本 体 （ ９ ） の 回 転 方 向 に 依 存 せ ず に 、 従  
っ て 左 回 転 に よ っ て と 同 様 に 右 回 転 に よ っ て も 行 わ れ 得 る よ う に 、 形 成 さ れ て お り 、 且 つ  
、 協 働 す る こ と を 特 徴 と す る ト ル ク ツ ー ル 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １     ト ル ク ツ ー ル （ ト ル ク ド ラ イ バ ー ）
　 ２     把 手
　 ３     表 示 部
　 ４     従 動 部
　 ５     調 節 装 置
　 ６     圧 縮 ば ね
　 ７     調 節 体
　 ８     ロ ッ ク 部 材
　 ９     ロ ッ ク 本 体
　 １ ０   保 持 シ ス テ ム
　 １ １   数 字 ロ ー ラ ー 計 数 機 構
　 １ ２   数 字 ロ ー ラ ー
　 １ ３   ト ル ク ツ ー ル ２ 内 に お け る 貫 通 開 口 部
　 １ ４   グ リ ッ プ 端 部
　 １ ５   グ リ ッ プ 部 片 １
　 １ ６   グ リ ッ プ 凹 部
　 １ ７   覗 き 窓
　 １ ８   切 替 リ ン グ
　 １ ９   切 替 ピ ン
　 ２ ０   制 御 軌 道
　 ２ １   ロ ッ ク 円 盤
　 ２ ２   ば ね 要 素
　 ２ ３   保 持 体 構 造 部 材
　 ２ ４   底 部 分
　 ２ ５   係 止 要 素
　 ２ ６   ば ね ア ー ム
　 ２ ７   係 止 部 収 容 部
　 ２ ８   案 内 部 分
　 ２ ９   ソ ケ ッ ト
　 ３ ０   ロ ッ ク 部 本 体
　 ３ １   ロ ッ ク 部 収 容 部
　 ３ ２   長 手 方 向 ス リ ッ ト
　 ３ ３   ス リ ー ブ 部 分
　 ３ ４   ロ ッ ク 本 体 ９ の 案 内 要 素
　 ３ ５   切 替 リ ン グ １ ８ の 案 内 要 素
　 ３ ６   内 側 周 囲
　 ３ ７   リ ム
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　 ３ ８   隆 起 部
　 ３ ９   窪 み 部
　 ４ ０   リ ム 部 分
　 ４ １   リ ン グ 部 分
　 ４ ２   化 粧 リ ン グ
　 ４ ３   シ ン ボ ル
　 ４ ４   ソ ケ ッ ト 部 分
　 Ｌ     把 手 ２ の 長 手 方 向 軸 線
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】



10

JP 7644260 B2 2025.3.11(16)

フロントページの続き

弁理士　石田  大成
(74)代理人　 100191938

弁理士　高原  昭典
(72)発明者　 クラット・パトリック

ドイツ連邦共和国、５８１１９  ハーゲン、アム・ローテン・シュタイン、２５
(72)発明者　 バルズィーパー・クリスチャン

ドイツ連邦共和国、４２８５９  レムシャイト、アム・グラーフェンヴァルト、１１
審査官　 山内  康明

(56)参考文献 米国特許出願公開第２０１５／００９００７８（ＵＳ，Ａ１）
中国特許出願公開第１０８６２１０７３（ＣＮ，Ａ）
特表平０７－５００７７７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２５Ｂ    ２３／１４３


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

